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1998年月 一 風速(m/s)―風向(° )





































1998年10月 十 風速(m/s)―風向(° )
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方位 対象となる角度DC° ) 方位 対象となる角度Ⅸ
°
)
E 348,75≦D<1125 W 168,75≦D<19125
ESE 1125≦D<33.75 WNW 19125≦D<213.75
SE 3375≦D<5025 M 213.75≦D<23625
SSE 5625≦D<7875 NNW 236】る≦D<258.75
S 78,5≦D<101之5 N 258,75≦D<28125
SSW 10にる≦D<12375 NNE 28125≦D<303,5
SW 123.75≦D<14625 NE 303,75≦D<32625
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陣 定格出力 ハブ高さ カットイン雌 カットアウト風速
(硼 (m) (m/s) (m/s)
陣 150 30.1 4.0 250
陣 300 420 4.0 250





















年・月 風莉 (ヽ15ⅨW級 風車B(3∞硼 級 風車α750劇級
982 27p71 54β06 127,763
3 26522 田,114 127脚
4 28296 56沼И11 133,715
5 26717 53,636 128012
?
〕 11,660 25062 53,701
7 6β57 14p∞ 31785
8 7,661 17,751 37餌5
9 11,770 24,136 59β33
〔
〕 12,734 27β90 60,146
22230 45,950 104戸10
12 18p83 39声66 90,981
99。1 23256 47,780 112,587
年間 226,503 467,070 1,034田
年E月 凰車A(150KW級) 乳車A(300KW級) 風革 A(750KW級)
99.1 20.8 21.4 20.2








1 1■4 12.5 10.8
20,6 21.3 19,4
17 17,7 16.3
年間 17.2 2■4 16.5
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表4 各風車の設備利用率 (月別]年間) 単位 :%
年9月 風車代(150KW翻風車B(3∞KW翻層醇報C(750襴Ⅳ和砂
99.1 74,6 76.6 83B
982 77B 79.1 857
3 723 722 71.9
4 74.3 762 83.6
5 73.9 762 84
6 54 56 63.4
7 50.6 53B 63B
8 52.1 55 65づ
9 59.1 62。1 71,6
10 68.6 712 795
792 812 87.6
12 715 742 83.6
年間 67.3 69.4 77
表5 各風車の稼働率 (月別]年間) 単位 :%
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4.8.設備利用率と稼働率
風車の設備利用率は風力発電導入の可能性を評価するための指標の一つである。各風車における
年間ならびに月別の設備利用率を表4に示す。一般に風力発電事業のためには設備利用率の評価基
準(2)は17%以上とされている。表4によれば,観測地点における年間の設備率は,上記の基準値
をほぼ満たしており,月別に見ても6月～10月の夏期を除けば,いずれの月も17%以上の値を示し
ている。
稼動率は風車の稼動状況を評価することである。各風車における年間ならびに月別の稼働率を表
5に示す。一般に,風車の年間稼働率は45%以上であることが望ましいとされている(2)。表 5よ
り明らかなように,姑象とした風車の年平均稼働率はいずれも650/0以上あり,良好な値を示してい
る。また,月別に見てもいずれの風車とも50%以上の値となっており,年間を通して良好な稼動状
況が期待される結果となっている。特に冬期を中心に高い傾向が認められる。
5.まとめ
風力発電に適した風況条件は,平均風速が高く,風向が安定しており,乱れ強度力Ⅵ さヽいことで
ある。一般に,地上高10mにおける年平均風速は5m/s以上あり,乱れ強度は目安として,0.1～
0.3を大幅に越えないこと,その上,年間風カエネルギー密度が150W/〆を上回るならば,風力発電
の導入が可能であるとされている。
観測地点において行ったNOMADシステムによる風況精査の結果,地上高10mにおける年平均風速,
年平均エネルギー密度はそれぞれ5m/s及び146W/1x12でぁり,方位別ならびに全方位を対象とした乱
れ強度に関しては,0.1～0.3を大幅に越えていないことが明らかとなった。また,卓越風向はS削
(南南西)であり,方位別年平均風速はS即(南南西)及d即(北西)にかけての西寄りの風が優
勢であることが分かった。さらに, 3種類の検討風車を想定し,設備利用率及び稼働率について検
討したところ,いずれの風車についても設備利用率は16%～17%,稼働率も60%～70%と風力発電
を行うには比較的有望な値が得られた。
以上の実測結果より,鳥取砂丘は上記風力発電導入の条件をほぼ満足しており,風力発電の導入
に対して必ずしも最適地とは言えないにしても,風力発電は十分可能な地点であると考えられ,積
極的な導入が期待される。さらに,夏期における風カエネルギー密度は冬期の約20%程度と小さく
なるため,風カエネルギー以外の自然エネルギーの積極的な利用が望まれる。すなわち,このため
には例えば,風カエネルギーと太陽エネルギーの相関関係を明らかにし,両エネルギーの俳用の可
能性について検討し,自然エネルギーのハイブリッド化を図ることも今後,重要な課題となろう。
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